
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森町社会福祉協議会 
この広報紙｢そよかぜ｣は赤い羽根共同募金の助成で発行されています 
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 ３月 18 日、森町社会福祉協議会理事会、３月 28 日、評議員会が書面審査により開催され、新年度の事
業計画・予算について承認されましたので概略をもって報告いたします。 
■基本方針 
新型コロナウイルスの影響により、感染対策を意識した生活様式が定着し、私たちの日常は大きく変化い

たしました。また、少子化による人口減少、高齢化による介護人材の担い手不足、生活困窮がもたらす貧困
の連鎖や虐待、引きこもりによる社会的孤立など地域とのつながりの希薄化等がこれまでも問題化されてお
りましたが、より一層、加速の一途をたどっております。 
社協事業においても、介護予防や生きがいづくりとして、町民の皆さまにご理解、ご協力いただいており

ました「ふれあいサロン」や「ミニミニサロン」等の行事が、感染予防の観点から中止をせざるを得ない状
況が続いております。 
こうした状況下ではありましたが、コロナ過により収入の減少や失業をされた町民の方に対する生活費保

障制度として、北海道社会福祉協議会が本部となっております「緊急小口資金・総合支援資金特例貸付」の
相談受付については、迅速かつ丁寧な対応を、職員一丸となって取り組んでおります。 
新規事業としましては、今年度より「森町社会福祉協議会フードバンク活動」を実施いたします。本事業

は、コロナ禍の影響もあり、緊急性を要する一時的な生活上の困難に直面している世帯に対し、地域におい
て自立した生活が送れるよう総合相談支援及び無償での食材等提供による支援活動を実施したします。 
また昨年度に引き続き、「法人後見事業」への取り組みに向けた準備を進めてまいります。当事業は、当町

社会福祉協議会が、成年後見人または保佐人等となり、ご親族等が個人で成年後見人等に就任した場合と同
様に、判断能力が不十分な方の保護・支援を行うものであります。これまで日常生活自立支援事業を実施し
培った高齢者や障がい者への支援のノウハウを活かし、町民の皆さまに新たなサービスとして定着できるよ
う、今後も準備をすすめてまいります。 
今後ともコロナ禍の影響を見極めつつ、当町社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核団体として、こ

れまで以上に行政とのパートナーシップを強化するとともに、地域住民の主体的参加により地域において充
実した生活ができるよう「地域包括ケアシステム」の構築に積極的に参画することや、大規模な自然災害の
発生時に備え、支援活動の円滑な実施に向けた災害ボランティア現地対策本部の組織整備に取組むなど、「ひ
とりの不幸も見逃さない社協」を目指して、町民一人ひとりに寄り添った福祉活動に努めてまいります。 
■事業計画 

１．地域福祉活動の推進 

①小地域ネットワーク活動事業の推進 

高齢者・障害者世帯の見守り活動や援助活動はもちろん、地域住民の交流、支え合い活動など幅広い福祉

活動に援助いたします。前年度納めた社協一般会費の40％を地域福祉活動費として町内会へ助成します。 

②住民への啓蒙 

社会福祉活動について広報紙『そよかぜ』を年４回全戸配布します。また、地域の福祉活動を取り上げ、

親しみある広報紙作成に努めます。 

③共同募金事業の推進と団体の育成 

共同募金の大きな特徴は、地域福祉推進のための募金と助成が一体となったしくみであり、募金事業の理

解を深め、広く住民の協働と活動奉仕員の拡充に努め、事業の推進に努めます。 

④ボランティア活動の普及と育成 

 地域におけるボランティアの需要が多様化する中で、ボランティア団体の育成と各方面におけるボランテ 

ィアの発掘と活動要請に努めます。 また、行政と連携し高齢者に対する生活支援や軽度な介護ボランテ 

ィアを行う「生活支援サポーター事業」実施を通じ、「地域包括ケアシステムの構築」にむけて取り組んで 

まいります。 

⑤災害ボランティアセンターの組織整備 

 当町にて大規模災害が発生した場合に、各地から災害復旧支援のため、駈け付けることが予想されるボラ

ンティアに対してスムーズな受け入れと被災者の立場に立った活動を行うために、行政と連携し災害ボラ

ンティアセンターの組織体制整備に取り組みます。 

⑥森町ボランティアセンターの推進 

ボランティア活動を推進するための活動拠点として各種ボランティア団体の育成、相談、連絡調整、情報

の提供を行います。 

⑦相談事業の推進 

総合相談窓口の常設。内容に応じた関係機関との連携をします。 

⑧森町社会福祉協議会フードバンク活動の推進 

今年度より、緊急性を要する一時的な生活上の困難に直面している世帯に対し、地域において自立した生

活が送れるよう総合相談支援及び無償での食材等提供による支援であります「森町社会福祉協議会フード

バンク活動」を実施いたします。 

・利用希望者は、相談内容に応じて、1 回 1 人につき 7 日分相当の米・保存食等が提供されます（支援期

間は、最長 1 か月間を目途といたします）。 
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⑨高齢者福祉・心身障害者対策と団体との連携 

地域住民の高齢者、心身障害者（児）に対する理解を深め、老人クラブ連合会、身体障害者福祉協会、手

をつなぐ育成会への事務局業務を通じて協力援助に努めます。また、精神保健福祉対策として支援団体と

の連携協力を促進します。 

２．「ふれあいサロン」と「ミニミニサロン」の推進 

高齢者や障がい者の生きがいづくりや社会参加、健康づくり、閉じこもり防止を目的に、「ふれあいサロン」 

を毎月 1 回、さくら体操・ふまねっと教室を実施する「ミニミニサロン」を毎週金曜日に開催いたします。 

また、地域間交流促進のため「出前サロン」の取り組みも推進することや、地域単位でのサロン活動への 

協力支援に努めます。 

３．生活福祉資金等の利用促進と援助 

低所得世帯、障害者、高齢者等生活問題の解決のため、生活福祉資金や愛情銀行の利用を促し、また必要
に応じ生活困窮者自立支援事業制度を活用した支援を実施します。また、公益的取り組みとして「生活困
窮者等に対する安心サポート事業」へ参画し、制度の狭間にある生活困窮者の自立支援に努めます。 

４．日常生活自立支援事業の推進と法人後見事業実施への準備 

高齢や障がいにより日常生活を送る上での判断に不安のある方を対象に、生活費の管理、書類等の預かり
などを定期的に行う福祉サービス。町内には潜在的に多数の利用希望者がいることが予想されることより
関係機関とも協力し、一人でも多くの方にサービスが提供されるよう円滑な事業運営に努めます。 
また、当町社会福祉協議会が、成年後見人または保佐人等となり、ご親族等が個人で成年後見人等に就任
した場合と同様に、判断能力が不十分な方の保護・支援を行うものであります「法人後見事業」の実施に
向けて昨年度より準備をすすめております。 

５．灯籠設置事業 

町民の方がお亡くなりになった際、町内の葬儀社三社【(有)伊端造花店・(有)松閣園・(有)ひらた葬祭社】

のご協力・ご厚意により、葬儀に灯籠をお供えします。 

６．福祉用具の無料貸出 

町内会・老人クラブ・ボランティア団体等での各種行事等に活用できる車イスやレクリエーション用具等

を貸出します。 

令和４年度 森町社会福祉協議会収支予算  

拠点区分：法人運営                              （単位：千円） 

科  目 予算額  科  目 予算額 

事業活動による収支   施設整備等による収支  

収 

入 

会費収入 6,000  収入 施設整備等収入計④ 0 

寄附金収入 2  支出 施設整備等支出計⑤ 0 

経常経費補助金収入 23,446  施設整備等資金収支差額⑥=④-⑤ 0 

受託金収入 203  その他の活動による収支  

貸付事業収入 1,000  
収
入 

積立資産取崩収入 972 

受取利息配当金収入 2  その他の活動による収入 1 

その他の収入 132  その他の活動収入計⑦ 973 

事業活動収入計① 30,785  支
出 

積立資産支出 502 

支 

出 

人件費支出 21,203  その他の活動支出計⑧ 502 

事業費支出 803  その他の活動資金収支差額⑨=⑦-⑧ 471 

事務費支出 4,086     

貸付事業等支出 1,000  予備費⑩ 100 

共同募金配分金事業費 5,234  当期資金収支差額合計⑪=③+⑥+⑨-⑩ △1,400 

助成金支出 80  前期末支払資金残高⑫ 1,400 

負担金支出 150  当期未支払資金残高⑪+⑫ 0 

事業活動支出計② 32,556     

事業活動資金収支差額③=①-② △1,771     
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【じもとへの助成】 

町内会活動（小地域ネットワーク事業）、森町ボランティ

アの会、森町日赤奉仕団、森町更生保護女性会、港町なか

よし会、虹の会、森町ボランティア連絡協議会、森町老人

クラブ連合会、森町身体障害者福祉協会、森町介護福祉施

設連絡協議会、森町手をつなぐ育成会、森町認知症の人と

共に歩む会、森町青葉母子寡婦会、チェリーサークル、サ

ポーターさくら、さくら会、ane妻サークル、森高等学

校、砂原中学校、森中学校、さわら小学校、森小学校、 

尾白内小学校、駒ケ岳小学校、鷲ノ木小学校、ふれあいサ

ロン運営、ボランティア保険助成、広報紙「そよかぜ」へ

助成（敬称略・順不同） 

共同募金は森町の福祉活動を支えています 

全国・全道の広域な福祉に活用 

・災害等準備金（被災した地域へ）など 

じもとの福祉に活用 

・福祉団体及び地域福祉活動 

グリーンピア大沼 

ちゃっぷ林館 

ケルン 

フォーレスト 

道の駅 ＹＯＵ・遊・もり 

あったかさわらパークゴルフ場 

㈱ツルハ 森店 

㈲兄弟共友自動車整備 

ＪＡ新函館森基幹支店・濁川事業所  

チロルの森 

スーパーとうかい砂原店 

向歯科医院 

鎌田医院 

森漁業協同組合購買店舗 

就労支援センターＷＯＲＫハウス  

森警察署 

青雲の森 

上村商店 

㈱丸魚岩本水産株式会社 

 

さわやかセンター・砂原 

つど～る・プラザ・さわら 

新都市砂原病院 

森町役場 

森町役場砂原支所 

東日本宇佐美㈱森バイパス給油所 

森高等学校 

森中学校 

砂原中学校 

さわら小学校 

森小学校 

駒ヶ岳小学校 

尾白内小学校 

鷲ノ木小学校 

（順不同・敬称略） 

 

【募金の内訳】 

・戸別募金 ……… 1,983,871円 
・企業募金 ………  856,597円 
・学校募金 ………   80,504円 
・街頭募金 ………   31,975円 

 
・  … 193,600円 
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社会福祉法人 青雲の森 

石井木材㈱ 

㈱キタセキ駒ヶ岳給油所 

東日本産業㈱ 

カネカ北海道スチロール㈱

森工場 

㈱加藤土建 

新函館農業協同組合森基幹支店 

森ライオンズクラブ 

㈳森青年会議所 

森ロータリークラブ 

森商工会議所 

㈲兄弟共友自動車整備 

㈲ダイカスモーク 

㈱マルモ食品 

㈱マルモフーズ 

㈲ガレージサンディ 

小樽珍味㈱ 

セブンイレブン本町店 

森医交会 

澁谷漁業 

もりまちのパンやさん たむら 

パチンコパーラージャック 

いなみ食品工業㈱ 

龍光寺 

工藤建設㈱ 

Prime ヘアースタイリストサロン 

ビジネスホテルフレスコ 

 

㈲マルイゲタ 

清水建設 

株式会社アンサー 

野村設備工業㈱ 

㈲コーリュウ 

㈲松田龍雲堂 

㈲マルミ吉田商店 

㈱佐々木精肉畜産みゆき廉売 

鮨おおね田 

堀尾クリーニング店 

ダスキン あべ店 

星組渡辺土建株式会社 

㈱佐藤エネルギー 

江尻運送㈱ 

森清掃㈱ 

カネヨ木村水産㈱ 

㈱ハルキ 

名北ミート株式会社 

道南化成工業株式会社 

北海道道南畜産事業協同組合  

道南福祉ねっと 

㈲ミュージック館 

インターファーム㈱道南事務所 

㈱皆口組 

森自動車学校 

㈱森ハイヤー 

㈲日興ハイヤー 

プラザ武蔵 

 

ラメール森〈豊生園〉 

あんずケア㈱ 

道南森ロイヤルケアセンター 

北海道ニチモウ㈱ 

丸協石油㈱ 

森町建設協会 

㈲阿部保険事務所 

㈱イワシマ 

函館歯科医師会森部会 

㈱Ｐ＆Ｓいわた 

㈱河野組 

森漁業協同組合 

森水産加工業協同組合 

花ゆう介護サービス㈲ 

㈲広工業 

渡島国際交流事業協同組合 

㈱メリーライフ 

スーパーとうかい砂原店  

㈲ひらた葬祭社 

㈲丸大 大須賀商店 

㈲茅部清掃 

砂原漁業協同組合 

㈲ひらた商店 

㈱北水澤田 

㈱マルハニチロ北日本森工場 

㈱ニチレイフーズ森工場 

㈱マルマス 

㈱角野水産 

 

カネキチ澤田水産㈱ 

㈲ダキヤマニシ西村商店 

㈲さわら管財交通 

㈱小泉水産 

㈲カネヤマ松浦水産 

(社福)さわら福祉会シャリテさわら  

㈲関商会 

㈲三輪商会 

㈱ワイエスフーズ 

㈱西村鉄建工業 

ヤマイチ水産㈱ 

㈱丸太水産 

㈱上田商会 

丹波工業 

㈱丸魚岩本水産 

医療法人雄心会新都市砂原病院 

㈲内浦自工 

 

（順不同・敬称略） 
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赤い羽根共同募金にご協力いただきました各町会の皆さま、

募金ボランティアの皆さま、ありがとうございました。 

 
〖令和３年度 赤い羽根共同募金地域＜戸別＞集計表〗 

区 分 金額  区 分 金額  区 分 金額  区 分 金額 

赤井川 45,000  森川町(2 区・5区一部）  134,600  本茅部町 18,000  さわやか 57,600 

駒ヶ岳(焼山)Ａ 12,000  森川町(３区) 51,760  石倉町(東) 8,250  場中第１ 18,500 

駒ヶ岳(焼山)Ｂ 12,300  森川町(4 区・5区一部）  114,591  石倉町(西) 5,000  場中第２ 26,100 

駒ヶ岳(逆川) 25,200  御幸清澄 50,000  濁川 83,000  小石﨑 11,000 

駒ヶ岳(西山) 21,500  本町(東） 15,000  二ツ山 10,300  押出 16,300 

駒ヶ岳(中新道) 14,300  本町(西) 25,000  沼尻 22,000  合    計 

駒ヶ岳(東山) 18,000  上台町(１) 17,300  彦澗第１ 36,900  2,259 世帯 

尾白内 70,000  上台町(２) 47,550  彦澗第２ 17,300  1,983,871 円 

港町 20,000  上台町(３) 48,900  彦澗第３ 25,500   

白川 15,000  上台町(４) 33,020  会所町第１ 25,000   

姫川 26,000  みどりケ丘 60,000  会所町第２ 1,000   

常盤町 120,000  鳥崎町 150,000  四軒町 45,000   

新川町(甲) 24,500  富士見町 60,000  砂原 2 丁目 64,600   

新川町(乙) 55,700  鷲ノ木町 22,500  砂原中央 50,900   

森川町(１区) 47,000  蛯谷町 25,000  度杭﨑第１ 59,900   

  

 

令和 3 年１２月３０日、長年

の社協役員としての功績を讃

え、「全国社会福祉協議会会長表

彰」を受賞されました「澤田正幸

氏」に、森町社協 伊藤会長より

表彰状が伝達されました。 

受賞者「澤田 正幸 氏」 

令和 4 年 3 月 14 日、森

町ボランティア連絡協議会

でボランティア活動研究協

議会がオンライン開催され、

11 名が出席しました。 

令和 4 年 3 月 30 日、新型

コロナウイルス感染予防策を

徹底した上で、ハンドトリート

メントを体験しました。当日

は、亀谷氏と岸山氏を講師にお

招きし、アロマオイルの匂いに

包まれながら、日々の疲れを 

癒しました。 
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【上台町町内会】 

▶12 月 10 日、「ふれあいの集い」を、  

感染症対策をとり行いました。森保健 

センターの保健師さんに来て頂き、血圧

測定後、クリスマスレクやゲームをして、

楽しい時間を過ごす事が出来ました。 

【御幸・清澄町内会】 

▶12 月 19 日（日）、43 名の方にお弁当

とお茶を配食しました。 

チェリーサークル＆サポーターさくら 

12 月 15 日、森町公民館にてチェリー

サークルとサポーターさくらのメンバー

で、クリスマスパーティーを行いました。

当日は、バッゴーやスカットボールなどの

レクリエーションゲームを行った後、お楽

しみビンゴ大会を行い、参加者全員で楽し

みながら交流を深めました。 

12 月、森高等学校のボランティア同好

会は、クリスマスをモチーフにした「キー

ホルダー約 600 個」と「メッセージカー

ド」を手作りし、インターンシップ活動な

どでお世話になった幼稚園や保育所等に贈

りました。菊池 茜さん（ボランティア同

好会・部長）は、「みんなの喜ぶ顔が見たい」

とプレゼントに込めた思いを話しました。 

森高等学校ボランティア同好会 



 

  
ご存じですか？ フードバンク活動事業 

 

   森町社会福祉協議会では、令和 4 年 4 月より生活困窮者に対する「フード 

バンク活動事業」による支援に取り組みます。 

 

□ 事業の内容 

フードバンク活動は、経済的な理由で一時的に生活が困窮した世帯に、自立した生活が 

      送れるよう相談による支援を行い、食料品等を無償で提供する事により地域における困り 

ごとを地域全体で支え合う活動です。 

            また、利用されていない食料品等の寄付をお願いして事業を運営しますので「食品ロス」 

を減らし、資源の有効活用にもつながります。 

（消費期限が近付いた食料品等は、町内の福祉関係事業所等に提供する場合がございます。） 

 

 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※生活保護受給中の方は、ご利用できません。（申請中の方を除きます。） 
 
 
 

○食料品等の寄付のお願い 

皆様のご家庭で利用されない食料品等を、事業に活用するため寄付を募ります。 

経済的な理由で生活に困っている方へ、自立に向けた相談を行い食料品等を提供します。 

などへ、自立に向けた相談と支援を行います 
 
 
。 

 

○食料品等の管理（フードバンク） 

社会福祉協議会で管理、相談支援のうえ食料品等の提供を行います。 

○食料品等の提供 

・ひとり親となり生活が安定していない。      ・病気やケガで働けなくなった。 

・失業し、求職中だが就職先が見つからない。 

・生活保護を申請したが決定までの間、食料品がない。   など 

 

 

○相談員による支援 

社会福祉協議会職員が相談員となり、社協事業の紹介や関係機関との調整に 

より自立に向けた支援を行います。 

※フードバンク活動事業を利用する場合、総合相談による支援が必要となります。 



 

利用されていない食料品等寄付のお願い 
 

◇ 寄付をお願いする食料品等  
・賞味期限が明記（砂糖、塩を除く）され、概ね３ヵ月以上あるもの 

・未開封のもの 

・包装や外装が破損していないもの 

・生鮮食品以外の常温保存できるもの 

・日本の食品表示ラベルのあるもの（アレルギー対策のため） 
 

◇ 寄付をお願いする食料品の種類（例） 

○ 米 

・精米後の白米もしくは玄米で２年以内に収穫したもの 
 
○ 缶 詰 

・さかな類缶詰  ・フルーツ,野菜缶詰 など 
 
○ 乾 麺 

・スパゲティー ・ラーメン（カップ麺、袋麺） ・そうめん ・そば ・うどん など 

＊「そば」,「小麦」等のアレルギー体質は事前に確認のうえ配付します。 
 

○ 飲 料 

・ジュース類  ・お茶  ・紅茶  ・インスタントコーヒー など 
 
○ レトルト食品 

・スパゲッティーソース  ・カレー  ・〇〇丼  ・炊き込みご飯の素 など 
 
○ 袋 物 

・混ぜご飯の素  ・ふりかけ  ・豆や野菜の水煮 など 
 
○ 乾 物 

・わかめ、ひじき  ・切干大根  ・しいたけ、かんぴょう  ・高野豆腐 など 
 
○ 粉類 

・小麦粉、天ぷら粉、片栗粉  ・ホットケーキミックス など 
 
○ 調味料 

・カレー、シチュールー  ・ケチャップ、マヨネーズ、ソース など 

・だしの素・調理油（サラダ油、ごま油など）  ・みりん、砂糖、塩、醤油、味噌 など 

 

 

◇食料品等提供の基準 

  食事量（1 人当たりの量）の目安 
 

食料品等の種類 1 日分の目安 7 日分 摘 要 

お  米 3 合（450g） 約 3kg（450g×7 日分）  

缶  詰 1 缶 7 缶  

乾 麺 類 - 2 袋（140ｇ） ラーメン・そば・うどん 

みそ汁（インスタント） 3 袋 21 袋  

漬物（真空パック等） - 1 袋  

レトルト食品 - 2 回分 カレー・丼物など 

調味料等 - 適 宜  

飲  料 - 適 宜 ｲﾝｽﾀﾝﾄｺｰﾋｰ・ﾃｨｰﾊﾟｯｸ等 
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五
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心 配 ご と 相 談 所 

日常生活の悩みや心配ごとにつ

いて相談員が応じ助言いたします。

相談内容によっては専門機関への

ご紹介もいたしますので、お気軽に

ご相談ください。 

•みゆき廉売佐々木青果店 様  20,000 円 

•北海道コカ・コーラボトリング㈱ 様 

     （町内福祉施設へ飲料水贈呈） 

•御幸・清澄老人クラブ 幸清会 様 

タオル  50枚 

雑 巾 100枚(高齢者福祉施設へ） 

善意のご寄付 
ありがとうございます 

前号から令和 4 年 4 月 8 日分までを 
掲載しています。 

町民の方がお亡くなりになった際に、町

内の葬儀社（3 社）のご厚意により社協の

灯篭を供えさせていただいております。※

地域福祉の推進は、住民参加が基本と考え

られることから、現在社協では住民会員制

を設け活動へのご協力をいただいていま

す。このことから会員の方が亡くなられた

際にはご冥福をお祈りし、 

各葬儀社さまのご協力の 

もと灯篭事業を実施して 

います。 
 
【灯篭事業協賛葬儀社】 

・㈲ （2-2374） 

・㈲松 閣 園（2-2827） 

・㈲ （8-2047） 

灯 篭 事 業 

※
俳
句
を
作
って
み
た
い
と
思
う
方
は
、 
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電話：01374-3-2280 FAX：01374-3-2281 

【印刷】株式会社 P＆Ｓいわた 
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檀
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「
四
十
雀
俳
句
会
」 

俳
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（手作りタオルと雑巾を 
渡す幸清会会員） 

ありがとう 

ございます！ 

社会福祉協議会で保有する車いす・レクリエーション用具、プロジェクター、 

軽トラなど無料貸出しております。町内会行事やサークル活動にご利用ください。 

その他、いろいろありますのでお問い合わせください。社協職員が指導いたします。 

～  福祉用具無料貸出のご案内  ～ 


